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日付 頁 誤 正 

5/1 

Ｐ143 問072 

解説 肢３ 

下線部分修正 

３．誤り。木造２階建ての一戸建て住宅は、令

120条１項表(３)により、避難階以外の階に

おける居室の各部分から直通階段までの歩

行距離は、主要構造部が準耐火構造である

か、不燃材料で造られている場合は50ｍ以

下、それ以外の場合は40ｍ以下としなけれ

ばならない。よって、歩行距離の制限を受

けないのは誤りである。 

３．誤り。各階に「窓その他の開口部を有しな

い居室」を有することから、令120条１項

表(１)に該当（主要構造部が準耐火構造で

あるか、不燃材料で造られている場合及び

それ以外の場合、共に歩行距離は30ｍ以

下）するため、歩行距離の制限を受ける。

よって、歩行距離の制限を受けないのは誤

りである。 

Ｐ374 問191 

解説  

下線部分 

追記・削除 

最後に北側斜線は第一種中高層住居専用地域

に適用がなく、第一種中高層住居専用地域内

での隣地斜線制限は、高さ20ｍを超える部分

に適用されるので、Ａ点における高さの最高

限度は道路斜線による11.25ｍとなる。正答は

２.である。 

 

 

●北側斜線制限の検討（法56条１項三号） 

 Ａ点は第一種中高層住居専用地域にあり、真 

北方向の境界線から５ｍ後退した点なので、 

高さ＝10ｍ＋５ｍ×1.25＝16.25ｍ。 

最後に第一種中高層住居専用地域内での隣地

斜線制限は、高さ20ｍを超える部分に適用され

るので、Ａ点における高さの最高限度は道路斜

線による11.25ｍとなる。正答は２.である。 

 
以上のとおり、訂正をお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


